
只見川の発電利水の概況

平成23年8月31日



滝ダム
（電源開発）

田子倉ダム
（電源開発）

大鳥ダム
（電源開発）

奥只見ダム
（電源開発）

只見川流域

新郷ダム
（東北電力）

山郷ダム
（東北電力）

上野尻ダム
（東北電力）

豊実ダム
（東北電力）

鹿瀬ダム
（東北電力）

揚川ダム
（東北電力）

只見川流域面積 A=2,765km2

阿賀川流域面積 A=2,742km2

馬下～片門流域面積 A=1,490km2

馬下上流の阿賀野川流域面積 計 A=6,997km2

阿賀野川水系只見川 ダム位置図

只見ダム
（電源開発）

本名ダム
（東北電力）

上田ダム
（東北電力）

宮下ダム
（東北電力）

柳津ダム
（東北電力）

片門ダム
（東北電力）



■阿賀野川流域は、地形や海からの距離の影響で、地域ごとに気象
の特徴が異なる。最上流部である只見地方は豪雪地帯、中流部の会
津盆地は内陸性の気候で気温の日較差が大きく、少雨・多雪、下流の
新潟県は多雨･多湿な気象を示す。

阿賀野川水系の豊かな水量を支える只見川阿賀野川水系の豊かな水量を支える只見川

阿 賀 野 川阿 賀 野 川 流 域 の流 域 の 気 候気 候



只見川の発電ダムの概要（設置年・発電量）

65,000kw 9,300kw



発電ダム縦断形状
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平成23年7月新潟・福島豪雨 等雨量線図

降水量資料については、福島地方気象台より。

平成23年7月27日1:00～平成23年7月30日24:00
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注） 赤字は既往最大流入量を超えたもの

本名ダムは、欠測直前の数値。最大は不明。

最大流入量は電力会社からの報告を受けた速報値

「洪水時のダム操作」
・奥只見ダム及び田子倉ダムは、貯水池に
洪水量を一時貯留し、その後下流に放流
する。
・その他の８ダムは、洪水流入量をそのま
ま下流に放流する。

平成23年7月新潟福島豪雨

只見川の流況



只見川の発電ダムにおける操作等の流れ（１）
【貯留を行わないダム：大鳥・只見・滝・本名・上田・宮下・柳津・片門】

ダ
ム
の
水
位

ダ
ム
の
流
量

常時満水位

予備放流水位

洪水量

洪水時
洪水処理時洪水警戒時予備（事前）

警戒時平常時

水位を維持

ゲート全開

流入量＝放流量

洪水前に放流して
水位を下げる

放流量をなるべく維持して
早期に水位を下げる

貯水位

流入量

放流量

ダム放流の
10分前にサイレン

人為操作が入らないので、
放流量カーブは自然の流
入量に影響される。

注）滝・只見・大鳥ダムは洪水警戒時に「洪水前の放流」を行います。

洪水時に一旦水位が上昇

洪水前に水位を下げておく
次の出水の可能性が
ある時は、また、下げておく

注）ゲート全開になるタイミングはダムにより異なります。

ダム放流の1時間前に
関係機関へ通知



只見川の発電ダムにおける操作等の流れ（２）
【貯留を行うダム：奥只見・田子倉】

ダ
ム
の
水
位

ダ
ム
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流
量

サーチャージ水位

常時満水位

洪水時
洪水処理時洪水警戒時

予備警戒時平常時

放流量をなるべく維持して
早期に水位を下げる

貯水位

流入量

放流量

放流量を維持

流入量＝放流量

水位を維持

60分前の

流入量を放流 流入量＝放流量

貯水位の空容量があると
きは、放流せずに貯留す
る場合がある。

洪水量

洪水時に一旦水位が上昇

水位を基に戻す

著しい放流増加の
10分前にサイレン

著しい放流増加の
1時間前に関係機関へ通知


